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師
岡
町
長
施
政
方
針

主
な
事
業
に
つ
い
て

《令和８年度の主な事業について》

　庁舎建設整備事業において、建設工事の着工並びに多摩産材及び町産材を活用した造作

家具類等の購入を予定しております。本事業につきましては、昨今の人件費や建設資材費

の高騰により当初の計画を大きく上回る費用を要する見込みとなっておりますが、住民皆

様が将来にわたり安心して生活いただくため、災害に強く、安全で機能的な役場庁舎の建

設に向け、今後も着実かつ効率的に事業を推進してまいります。

　これまで子育て施策の柱として、１５項目の助成を実施してまいりました「子ども・子

育て支援推進事業」を大幅に見直し、新たに「こども応援事業」として実施いたします。

この事業は、「奥多摩町こども計画」の基本理念となる“「夢を見る」すべてのこどもたち

が「夢を語り」「実現できる」町 奥多摩を目指して”を実現するため、『こどものための

支援』『こどもへの投資』と位置づけ、主に町内の小・中学校に通う子どもの教育に係る

費用を町が直接負担し、子どもの未来を応援する事業として実施するもので、これまでは

保護者への助成が主となっていたものを、今後は保護者の子育てに係る支出を抑える子ど

もへの支援を主として拡充し、現行の事業における保護者から町への申請手続きのフロー

も見直すことにより、保護者負担の軽減を図るものでございます。

　また、放課後の子どもの居場所づくりとして、放課後こども教室事業を引き続き実施す

るほか、地域交流拠点整備助成事業として、東京都の子供・長寿・居場所区市町村包括補

助金を活用し、古里駅前の古民家を改修した地域交流拠点施設「kori-mogu（こりモグ）」

の２期目の整備事業に係る補助事業を実施いたします。

　高齢者施策では、高齢者の交流の場として整備しております「長寿ふれあい食堂」や認

知症予防のための集いの場「来るっく～」のさらなる充実を図るとともに、新たな認知症

対策として、認知症の早期発見、早期対応のための認知症検診事業を実施いたします。

　障害者施策においては、奥多摩町障害者計画、第８期障害福祉計画、第４期障害児福祉

計画の策定を実施し、今後３年間の障害者施策の方向性を定めてまいります。

　民生分野においては、地域保健福祉計画の基本理念「一人ひとりがささえあい みんな

でつくるまち 奥多摩」を実現し、子どもだけでなく、高齢者も障害をお持ちの方も、す

べての住民の方が、明るく健康に暮らしていただけるよう、放課後こども教室、「kori-

mogu（こりモグ）」、長寿ふれあい食堂、「来るっく～」、筋トレ施設「にっ古里」などの集

いの場、交流の場を整備してまいりました。今後は、これら施設を活用して生まれる集

いや交流が、これまで世代ごと、地域ごとという「点」から、それらの垣根を超えた「面」

となるよう、さらに施策を充実させてまいります。

　令和８年度予算案の中で、特に重点としている施策や新規事業につきまして、ご説明申

し上げます。

《次ページへ続く》

〔総　務　費〕〔総　務　費〕

〔民　生　費〕
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師
岡
町
長
施
政
方
針

の
施
策
の
実
現
に
向
け
て
、

関
係
各
所
へ
の
働
き
か
け
の

場
や
対
話
の
機
会
が
さ
ら
に

充
実
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
新
た
な
長
期
総
合
計

画
に
示
す
町
の
将
来
像
を
実

現
す
る
た
め
、
私
が
先
頭
に

立
ち
、
町
民
皆
様
の
考
え
や

思
い
を
斟
酌
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
諸
事
業

を
、
さ
ら
に
強
力
に
推
進
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
次
に
、
昨
年
８
月
、
長
畑
地

内
で
発
生
し
た
建
物
火
災
は
、

住
宅
４
棟
が
全
焼
し
、
住
民
１

名
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
る

と
い
う
大
変
痛
ま
し
い
災
害
と

な
り
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
に
対
し
、
心
か
ら
哀
悼
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、全
国
を
見
ま
す
と
、

昨
年
２
月
に
岩
手
県
大
船
渡
市

で
、
本
年
１
月
に
は
山
梨
県
上

野
原
市
で
、
大
規
模
か
つ
長
期

に
わ
た
る
山
林
火
災
が
発
生
し

て
お
り
、
改
め
て
日
頃
の
防
火

の
重
要
性
を
認
識
し
た
年
で
も

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

私
が
幼
少
の
頃
、
地
域
住
民

が
「
火
の
用
心
」
と
言
っ
て
町

内
を
練
り
歩
き
、
住
民
が
皆
で

地
域
の
防
火
を
担
う
と
い
っ
た

光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
現

在
は
、
地
域
住
民
の
高
齢
化
に

伴
い
、
消
防
署
や
消
防
団
に
そ

の
任
を
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
す
。
８
月
の
長
畑
の
火
災

現
場
に
お
い
て
も
、
消
防
団
の

皆
さ
ん
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
、
火
災
現
場
に
お
い

て
迅
速
か
つ
的
確
な
消
火
活
動

を
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
、
山
林
へ
の
延
焼
を
食
い

止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
今
の
人
口
減
少
や

地
域
活
動
に
対
す
る
考
え
方
の

変
化
な
ど
に
よ
り
、
消
防
団
員

は
全
国
的
に
減
少
の
一
途
を

辿
っ
て
お
り
、
奥
多
摩
町
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の
防

火
・
防
災
に
必
要
不
可
欠
な
消

防
団
員
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し

て
い
く
か
、
非
常
に
大
き
な
課

題
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
、消
防
団
員
の
確
保
に
向
け
、

既
存
の
考
え
方
に
捉
わ
れ
ず
、

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
消
防

団
組
織
の
あ
り
方
や
活
動
内
容

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
火
災
を
は
じ
め
、
大
地
震
や

台
風
、
土
砂
災
害
、
大
雪
な
ど

の
様
々
な
災
害
に
対
し
、
十
分

に
備
え
、
住
民
皆
様
の
安
心
・

安
全
を
守
る
こ
と
は
、
町
の
責

務
の
う
ち
で
も
最
も
重
要
な
も

の
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
昨
年

度
に
地
域
防
災
計
画
の
改
定

を
、
今
年
度
に
は
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
更
新
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
皆
様

と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
よ

り
一
層
の
防
災
、
減
災
対
策
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
、
熊
に
よ

る
被
害
が
全
国
的
に
話
題
と
な

り
ま
し
た
。
町
で
は
、
以
前
か

ら
猟
友
会
と
連
携
・
協
力
し
、

東
京
都
の
委
託
事
業
で
あ
る
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
緊
急
対
策
事
業
を

実
施
し
て
き
た
ほ
か
、
「
獣
害

報
告
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
ア

プ
リ
」
の
導
入
な
ど
新
た
な
対

策
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
昨
年
８
月
、
大
丹
波
地
内

に
て
渓
流
釣
り
を
さ
れ
て
い
た

方
が
子
熊
に
襲
わ
れ
負
傷
す
る

と
い
う
被
害
が
発
生
す
る
と
と

も
に
、
東
北
地
方
を
中
心
に
全

国
で
熊
に
よ
る
人
身
被
害
の
報

道
が
相
次
ぎ
、
昨
年
秋
以
降
、

特
に
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
町
の
観

光
に
重
大
な
影
響
が
出
て
お
り

ま
す
。

　
来
年
度
以
降
、
町
と
し
て
、

現
状
の
熊
対
策
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
最
前

線
で
熊
と
対
峙
す
る
猟
友
会
の

方
々
へ
の
よ
り
一
層
の
支
援
に

つ
い
て
、
ま
た
、
今
回
の
よ
う

な
風
評
に
よ
る
観
光
等
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
べ

く
、
報
道
機
関
等
へ
の
対
応
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
は
、
昭
和
30

年
に
古
里
村
、
氷
川
町
、
小
河

内
村
の
三
か
町
村
が
合
併
し
、

奥
多
摩
町
が
誕
生
し
て
70
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で

し
た
。
町
で
は
、
納
涼
花
火
大

会
や
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
な
ど
の

各
種
既
存
事
業
を
、
町
制
施
行

70
周
年
の
冠
事
業
と
し
て
実
施

し
た
ほ
か
、観
光
大
使
の
任
命
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
八
王
子
支
社
と
連

携
し
た
70
周
年
記
念
臨
時
列
車

ツ
ア
ー
、
多
摩
大
学
に
よ
る
特

別
講
座
な
ど
、
町
民
皆
様
が
参

加
で
き
、
思
い
出
と
な
る
様
々

な
記
念
事
業
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
各
事
業
に
は
、
町
内
外

か
ら
例
年
以
上
に
多
く
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
記
念
す

べ
き
70
周
年
を
町
全
体
で
祝
う

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
町
制
施
行
70
周
年
に
あ
た

り
、
記
念
事
業
の
実
施
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
様
、
そ
し
て
何

よ
り
、
奥
多
摩
町
が
誕
生
し
て

以
来
70
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

町
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
す
べ

て
の
方
へ
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、
改
め
て
、
心
よ
り
の
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

先
輩
方
が
作
り
上
げ
て
き
た
こ

の
町
を
、
さ
ら
に
豊
か
で
住
み

よ
い
町
に
す
る
べ
く
、
町
長
と

し
て
、
決
意
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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渓
流
釣
り
を
さ
れ
て
い
た

方
が
子
熊
に
襲
わ
れ
負
傷
す
る

と
い
う
被
害
が
発
生
す
る
と
と

も
に
、
東
北
地
方
を
中
心
に
全

国
で
熊
に
よ
る
人
身
被
害
の
報

道
が
相
次
ぎ
、
昨
年
秋
以
降
、

特
に
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
町
の
観

光
に
重
大
な
影
響
が
出
て
お
り

ま
す
。

　
来
年
度
以
降
、
町
と
し
て
、

現
状
の
熊
対
策
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
最
前

線
で
熊
と
対
峙
す
る
猟
友
会
の

方
々
へ
の
よ
り
一
層
の
支
援
に

つ
い
て
、
ま
た
、
今
回
の
よ
う

な
風
評
に
よ
る
観
光
等
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
べ

く
、
報
道
機
関
等
へ
の
対
応
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
は
、
昭
和
30

年
に
古
里
村
、
氷
川
町
、
小
河

内
村
の
三
か
町
村
が
合
併
し
、

奥
多
摩
町
が
誕
生
し
て
70
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で

し
た
。
町
で
は
、
納
涼
花
火
大

会
や
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
な
ど
の

各
種
既
存
事
業
を
、
町
制
施
行

70
周
年
の
冠
事
業
と
し
て
実
施

し
た
ほ
か
、観
光
大
使
の
任
命
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
八
王
子
支
社
と
連

携
し
た
70
周
年
記
念
臨
時
列
車

ツ
ア
ー
、
多
摩
大
学
に
よ
る
特

別
講
座
な
ど
、
町
民
皆
様
が
参

加
で
き
、
思
い
出
と
な
る
様
々

な
記
念
事
業
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
各
事
業
に
は
、
町
内
外

か
ら
例
年
以
上
に
多
く
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
記
念
す

べ
き
70
周
年
を
町
全
体
で
祝
う

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
町
制
施
行
70
周
年
に
あ
た

り
、
記
念
事
業
の
実
施
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
様
、
そ
し
て
何

よ
り
、
奥
多
摩
町
が
誕
生
し
て

以
来
70
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

町
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
す
べ

て
の
方
へ
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、
改
め
て
、
心
よ
り
の
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

先
輩
方
が
作
り
上
げ
て
き
た
こ

の
町
を
、
さ
ら
に
豊
か
で
住
み

よ
い
町
に
す
る
べ
く
、
町
長
と

し
て
、
決
意
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。




